A Reading of Dickinson's “Dropped into the Ether Acre” : Who is “the Earl”? by 萱嶋, 八郎
デ ィ キ ン ス ン の"DroPPedintotheEther
Acre一'に つ い て
伯爵様 は どな たです か?




研究者の注意を と くに引 く事 はなかった と思われ る。手元 にある研究書 に当た
った範囲で言えば,分 析を試 みたものは皆無で,多 少 とも言及 してい る ものが
(2)僅
か三冊に過 ぎない。 しか もそれは軽 く触れてい るに過 ぎない。 この詩 の中で
注意を引いた唯一の ものは,厂 ダイアモ ン ドの鞭」("WhipofDiamond")
と言 う表現の面白 さだけの ようである。
この詩のモテ ィー フは,一 見 したと ころで は,語 り手 の 「冥界(underworld)
降 り」であ る。 しか しこの詩 を注意深 く読 んだ時,「 冥界降 り」 の背後 に語 り
手の 「霊魂の上昇」 のモテ ィフーも見 えて くる。前者は死であ り,後 者 は再生
であ る。 この詩の見事 さは,下 降 が即上昇であ り,上 昇が即下降 であ る事,つ
ま り死即生であ り,生 即死であって,死 と生が一つであ る事を,僅 か8行 の詩
の中に,簡 潔に,見 事に表 現 し得た事 であろ う。
デ ィキ ンス ンの詩の中で,殆 ど誰 の注意 を引 く事 もなか った と思われ るこの
詩を,敢 えて取 り上げ る気にな ったのは,こ の詩 の中で語 り手が一体誰 である
のか,語 り手 の正体を探 って見たい事 と,語 り手が会 いに行 く 「伯爵様」(the
Ear1)は一体誰なのか,と 言 う謎を解 いてみたい と思 ったか らであ る。 この小
論 は,デ ィキ ンス ンの他 の詩 と比較 して,こ の詩 が,彼 女 の詩 の中で特 異な も
のである ことを明 らかに し,デ ィキ ンス ンの詩を理解す る一つ の手掛 か りとす







永遠に変わ らぬ レースのボ ンネ ッ ト,
凍 り付いた ブローチ。
ブロ ンドの馬 よ,銀 の馬 車 よ。
手荷物は革紐で縛 った真珠!
下 りの旅行 よ,ダ イヤモ ン ドの鞭 よ1









この詩 か ら 「冥界降 り」 の背景を取 り除 き,第8行 目の語 り手が 「馬 車に乗
って,伯 爵様 に会 いに行 く」("RidingtomeettheEarl")点だけに注 目す
ると,「 伯爵様」が語 り手 の恋人で,語 り手が 「伯爵様」に会いに行 く詩 と考
え る事は可能 であろ う。仮にそ う考えた場合は,こ の詩を愛 の詩 として読 む事
とな る。
「伯爵様」 が恋人 と考 える と,こ の詩の語 り手の女性は,自 ら積極的 に馬 車
("Coach")に乗 って,男 性 の伯爵様 に会いに行 く。 デ ィキ ンス ンの 「愛」 の
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詩の中で,特 徴的 な事 の一つ は,勿 論時代を考慮すれば当然の事ではあ るが,
語 り手の女性が全 く受動的 な事であ る。す ぐに思いつ く二三の例をあげれぽ,
あの広 く知 られ た"WildNights-WildNights"(No.249)では,語 り手 は
「あなたに」("thee")に会 う事 を強 く願いなが ら,自 らを強風 の夜 に港 か ら
出航 出来 ない船に譬 えてい る。"HeputtheBeltaroundmylife-"(No.
273)や"lamashamed‐lhide‐"(No.473)では,語 り手 の女性 は,身 分
の高い男性に花嫁 に選 ばれた事にひたす ら感激 し,羞 じている。 これ らの詩 で
は,男 性に対す る語 り手 の女性の受け身の姿勢 が特別 に強 く印象づけ られ る。
語 り手の女性が 自らを 厂弾を込めた銃」に譬えた,デ ィキ ンス ンな らでは の特
異な詩,"MyLifehadstood-aLoadedGun-"(No.754)では,語 り手
の女性は,"Owner"が自分の所有物 と認 めるまでは,ひ たす ら隅に立 って待
ってい る 「弾 を込 めた銃」であ る。
またデ ィキ ンス ンの詩には,「 愛 と死」 を詠 ったと思われ る詩 が 幾 つ か あ
る。 この場合 にも,語 り手であ る女性は男性(死)に 対 して受動的であ る。一
例 をあげれ ば彼女 の詩の中で最 も広 く知 られた ものの一っ の"BecauseIcould
notstopforDeath‐"(No.712)がそ うであ る。語 り手の 厂私」("1")は,
青年 紳士 に譬 え られた 「死」("Death")が,デー トの誘いに来 るのをひたす
ら待 っている。
これに反 して,No.665の詩の 「伯爵様」 を,恋 人であ ると同時に,仮 に冥
界 の主,ま た はNo.712の青年 紳士の 「死」 と同 じと考 えた場合,No.665の
語 り手 の,死 に対す る積極的な態度に驚か される。
II
以上 の事を念頭に置いて,こ の詩を細か く検討 して見 たい。第一行 で,語 り
手は 「エーテル地帯 に落 ちた」("DroPPedintotheEtherAcre‐")と語 っ
てい る。更 に第二行 で,「 芝土の衣 を ま と って い る」("WearingtheSod
Gown")と言 ってい る。冥 界降 りは,同 時に霊魂 の上昇であ る。死は 「降下」




「エ ーテル」 は語源的 には 厂燃 える,輝 く,明 るい」の意味であ るが,詩 語
として 「晴れた空,青 空」 の意味で使われ る。古代 の宇宙観では,月 の宇宙空
間の上 の空域を満た している元素であ る。 「エーテル」は惑星や恒星の構成物
質で,火,土,空 気,水 の四大元素 と異 なる,地 上 の土や空気 よりも純粋な第
五の元素である。 このエーテルが充満 してい る空 間は死者の霊魂が昇 ってい く
所 であ り,死 者の霊魂が変容す る所で もあ る。 厂工一テル」は近代の化学 ・医
学では,ア ル コールに硫酸を加 えて蒸留 した時に生 じる無色の揮発 し易 く,燃
えやす い液体 で,麻 酔剤 ・溶剤 として用い られる。
「エーテル地帯 に落 ちた」事は,語 り手が死 んで,魂 が天に上昇 した事を暗
示す る。 この詩 で言 う 「死」 は勿論,比 喩的な死で,人 格 の変容を指 して い
る。 「天への上昇」 に加 えて,近 代の薬剤 としての 「エ ーテル」 に麻酔 の働 き
があった事 を考慮す ると,こ の人格の変容が,神 秘的なエ クスタ シー状態の中
で起 こった と考 え られ る。 厂落ちた」("dropedinto")とあるので,こ の 「エ
ーテル」地帯 へ落 ちた事が,予 期 しない,突 然起 こった事であ ると分 かる。語
り手は,思 いがけない時 に,突 如 として,忘 我脱魂 ・エ クス タシーの状 態に入
った と言 っている。
第二行 に 「芝土の衣 をま とってい る」 とあ る。語 り手は,厂 芝土」("Sod")
で作 られた 「衣」("Gown")を着 てい る。 この場合,"Gown"は 女性のフ
ォーマル ・ウェア,礼 装 の意味に解す る事は可能 であろ う。礼装は聖書では,
(3)浄化 と新生
を意味す る。 また特別 な衣を着 る事,例 えば婚礼衣裳,死 装束の様
な特別の衣服を着 る事は,着 ている人が人生の新 しい段階 に入 った事を示す。
"underthesod"が「(死んで)葬 られた」事を意 味す るのであ るか ら,「 芝
土 の衣を まとった」事は,「 芝土」 の下 にいる,つ ま り死 んだ事であ る。 この
詩で,墓 地に植 え られてい る 「芝土」("Sod")は死の換喩である。 語 り手が
「芝土 の衣を ま とってい る」のは,語 り手が墓地に葬 られた事 であ る。語 り手
は死 んで浄化 され,新 し く生 まれた,換 言すれば語 り手 の人格 は全 く新 しい も
のに変 容 した。
洋の東西 を問わず,冥 界 は地下にあ る。 第二行 では語 り手が死んで 葬 られ
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た。 「冥界へ下降」 した。一方植物 の緑 は一般には,母 な る大地の豊穣 と生命
を表す。冬に枯れた葉が死を表す とすれ ば,春 に緑色にな る葉は再生 を表す。
厂芝土 の衣を まとった」事 は死 と共 に生を身に付けた事を意味 している。
第一行の 厂工 一テル地 帯」 は明の世界を意味 し,第 二行 の 「芝土 の衣 をま と
う」 事 は,地 下 の暗 の世界を示す。 明は意識 の世界,暗 は無意識 の世界 を表
す。語 り手は,明 と暗,意 識 と無意識,生 と死の彼岸 の世界 に突如 として入 っ
た事 になる。
第三行で,語 り手 は 「永遠に 変 わ らぬ レースのボ ンネ ッ ト」("Bonnetof
EverlastingLaces-")を被 ってい る。頭に被 るものは,頭 の換喩で あ り,頭
は知性 と精神 の換喩 であ る。頭に被 るものは,被 っている人 の思考 の内容 を表
す 。 レースに 限 らず布は一般に 不死を表す。 従 って,「 永遠に 変わ らぬ レー
ス」 は,一 種 の類語反復 となる。女性の帽子は男性 の兜 に置 き換 える ことが許
(4)され
るであろ う。聖書では,兜 は救済の象徴である。第三行 は永遠 の救 い,永
遠 の生 を言 ってい る。語 り手の精神は不死,永 遠 の生命,救 済 で説 明され る。
第 四行 では,「 凍 り付いた ブ ローチ」("Brooch-frozenon-")を身に付
けている。 ブ ローチは女性の胸に付け る。ブ ローチは胸 の換 喩であ り,胸 は心
臓 の換喩,心 臓 は感情の宿 る所であ る。帽子が知性 の換喩 で,ブ ローチは感情
の換喩 であ る。 「凍 り付 く」の元の意味は 厂水が氷 に変わ る」事であ る。氷 は
冬 と死 を象徴す る言葉であ る。 しか し氷が永遠 に氷 のままでいる事は ない。氷
は僅 かな熱で水に帰 る。水が生 命であれば,氷 は死 である。 しか も一時的 な死
である。語 り手の感情は一時的に死んでいるが,知 性 は冴 えて,生 きている。
これが 厂工 一テル」の地帯に落ちた語 り手 の精神 の状態 である。
III
第一連 で語 り手が死 と再生,暗 と明,無 意識 と意識 を超 えたエ クス タシーの
状態 に陥った とすれば,第 二連で語 り手は このエ クスタシーの状態の 中で,静
止せず に動いてい る。 「伯爵様」の所に向かって進 んでいる。
第五行で,語 り手は 厂ブロン ドの馬 よ,銀 の馬車 よ」("HorsesofBlonde
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‐andCoachofSilver")と言 っている。第五行か ら,こ の詩 は俄 に神話的な
様相を呈 して くる。馬は象徴的には,生 と死 の双方の両義的 な意味を含 んでい
る。古代 の神話 は,有 翼 の馬が太陽の戦 車を夜間に引 くと伝 えてい る。その時
馬のイ メージは生命 と結 びつ く。馬は夜 間の暗闇 の中で,死 んだ太陽を明 るい
昼間の世界に運んで太陽 に生命を与 える。馬はまた地下 の動物 で,暗 闇に生 ま
れ,冥 界で死者の霊 を運 ぶ動物であ る。 この時馬 のイ メージは死 と結びつ く。
人が見えない暗闇の中で も,馬 は人を 目的地に運 んで くれる。馬 は天界で も,
冥界で も人の魂を運ぶ動物である。
「ブ ロン ドの馬」("HorsesofBlonde")とは,ど の よ うな馬 と解す るべ き
か,読 む者が迷 うところであ る。文字通 りに取れば,"blonde"が金髪 で肌が
白い女性を指す言葉であ るので,「 ブ ロン ド」の馬 は 「白い雌馬」である。太
陽神ヘ ー リオスの車を引 くのは,白 い馬で,生 命を表す。 『ブロン ドの馬』を
rヨハネの黙示録』 の 「青 白い馬」(palehorse)と取れば,厂 青 白い馬」 は
(5)
「死」 を乗 せた馬 である。 この馬は生命 に導 く馬で あ り,死 に導 く馬であ る。
神話 に出て くる車 は ゜r・に,二 輪 または四輪 の古代 の戦闘用 ・レース用の車
(chaiot)を指すのであ って,こ の詩 の 「馬車」("Coach")ではない。旧約聖
くの
書の ヨシュア王が焼いた 「太陽 の車」 も"chariots"であ る。 「車」(chariot)
は古代宗教で は神kの 乗 り物 であ り,神 々は車に乗 って,天 上 も冥 界も,縦 横
に駆け巡 った。車は また象徴的には魂 の乗 り物であ る。 この詩 の場合,"char-
iot"の代わ りに,"Coach"が用 い られ ている。 この第五行の`℃oach"の文
字通 りの意 味は霊柩 車の意味であろ うと想像出来 る。 そ し て こ の詩 の場合は
・coach・・を ・chariot"と入れ換 えて読 む事が許 され るであろ う。"Coach"は
語 り手 の魂を乗せて,冥 界 と天上 の世界を旅す る。
この詩では 「馬車」は 「銀の馬車」 である。一般に,金 は太陽 を表 し,銀 は
月を表す。ギ リシア神話の月の女神 アルテ ミスは,馬 と関係の深い女神 とされ
てい る。語 り手 は,あ る意味で 自分 を幾分 かアルテ ミス と同一化 してい る。第
一行 の 「エーテル地帯」は,宇 宙 の区分 けでは,月 のある区域 よ りも上 の区域
である。そ の意味で 「銀の馬車」 は月の区域 か ら上昇 してい る。一方,金 は昼
を表 し,銀 は夜 を表す。 「銀の馬車」 は月の馬車で,夜 の暗黒の世界 を旅す る
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車 である。月の世界は闇の死の世界 である。一方 「エ ーテル地帯」 は,月 が存
在す る世界 よりも,さ らに上 に存在す る明るい空の世界である。 「エ ーテル地
帯」は死んだ魂 が,暗 黒 を越 えて赴 く場所である と共 に,魂 が新 しい世界に入
る為に必要 な変 容をす る,再 生 の場で もあ る。
また銀 は人間 の魂で,金 は神の霊である。そ の意 味でも,銀 の馬 車は,語 り
手 の魂を乗せて進んで行 く。キ リス ト教 の象徴体系で,金 はキ リス トで,銀 は
マ リヤであ る。 この詩では,真 珠 と銀 とダイヤモ ン ドは語 り手 の所有物 であ る
が,語 り手は金を持 っていない。 この事 は,語 り手は金を手 にす る事 で,人 格
的に完成す る事 を暗示 している。 これか ら会いに行 く伯爵が金を所有 している
のか,或 いは男性 の伯爵が金そ の物であ るのか,何 らかの意味で伯爵が金 と関
係 している と想像す ることは許 され よ う。 これ は金 と銀 の婚姻 ・死の婚姻を暗
示 している。
第六行で,「 荷物は帯紐で縛 った真珠」("BaggageastrappedPearl‐")
とある。語 り手が この旅 行に持参す る荷物 は 「真珠」(Pear1)だけの よ うであ
る。 「真珠」 は典型 的な女性 を飾 る宝石であ る。同時に 「真珠」 は人 の魂,そ
れ も浄化 され た魂 を表す。語 り手 は 厂真珠」だけ,つ ま り浄化 された魂だ けを
持 って,「 伯爵様」 に会いに行 く。最終的に語 り手 は 「伯爵様」にお会 いす る
事 で,救 済 され,完 成す る事が暗示 されている。
また 「真珠」は月や月の女神を表象する。 キ リス ト教会の象徴体系 で,厂 真
珠」は聖母マ リヤであ り,マ リヤの胎内にいるキ リス トである。聖書 は 「天の
くの王 国
」の表象であ り,『ヨハネの黙示録』では,最後 の審 判の後 に出現 す る新 し
くかいエルサ レムの12の門は,そ れ ぞれ一つ の真珠で出来ている,と 言 ってい る。
その 「真珠」 は革紐 で縛 り付 け られてい る。そ して紐 や綱 は,梯 子 や階段 と
同 じ く上昇 と関係 のある言葉 であ る。
第七行で,「下 りの旅 行 よ,・ダイヤモ ン ドの鞭 よ」("JourneyofDown‐and
WhipofDiamond-")とある。"JourneyofDown"は「下 りの旅」,冥 界へ
の下降 の旅 である。 しか しこの"Down"と い う言葉には 厂下降」 だけで はな
くて,「 羽根」の意味 もあ る。古 代神話 の太陽 の車は,翼 を付けた馬 に引かれ
ていた。翼を付けた馬は,馬 車を引 くと共 に,空 を天翔け る。従 って,"Jour-
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neyofDown"は厂下 りの旅」であるが,翼 のある馬 が馬車 を引い て飛ぶ,天
上 の世界 の 「羽根」 に よる旅行であ る事 も暗に示 されている。 「下降 の旅行」
であれ ば語 り手 は冥界 に降 って行 った事 になるが,「 羽根 の旅行」であれば語
り手 は 「天界 を上昇す る旅」を している。
語 り手が手に してい るものは 「ダイヤモ ン ドの鞭」("WhipofDiamond")
であ る。馬を叩 く 「鞭」("whip")は,棒iの先 に付 いた革 また は紐 で あ る の
で,こ の ダイヤモ ン ドの意 味す るものが象徴的な ものであ る事 は明白である。
「鞭⊥ は古代世 界以来,権 威 の象徴であ った。 ギ リシャ神話 のゼ ウス,ポ セイ
ドン等 の男性神だ けではな く,古 代中近東 で崇拝 された女神 イシ ュタル,ギ リ
シ ヤ神話 の女神ヘ カテ等 の女神達 も権威 の象徴 として 「鞭」を持 っていた。
「ダイアモ ン ド」が象徴す るものは,不 変性 と堅牢性であ る。王者の威厳 と
権威 の象徴であ るが,キ リス ト教会 の象徴体系ではキ リス トを表す。 キ リス ト
は神であ り,創 造主 の神 と人 間 との仲介をす る神であ る。 ダイアモ ン ドの鞭 を
持つ事 は,キ リス トの仲 介を頼 りとして,創 造 主の神に会 いに行 くとも考 え ら
れる。そ うであれ ば,こ れ は救済の完成 と考 え られ る。
ダイアモ ン ドは不変 の愛の象徴である。女神 と同一化 した語 り手は,不 変の
愛 の思いに駆 られて,馬 に鞭打ち,馬 車 を進 めている。
第八行で,厂 馬車に乗 って,伯 爵様に会いに行 く」("Ridingtomeetthe
Earl")と締 め括 っている。 この一行だ けを読 めば,厂 伯爵様」 は語 り手 の恋
人である。前述 の様 に,デ ィキ ンス ンの愛の詩では,語 り手 の女性 は常 に受け
身 であった。 この詩が冥界 の世界の旅 の詩 である と考 えるな らば,厂 伯爵様」
は冥界 の主 ハーデースであ る。ハーデースはデメテールの娘 ・ペルセポネ ーを
強 引に地下の世界に連れ去 った。母 デメテールはペル セポネ ー を探 す 旅 に 出
て,結 局はペルセ ポネ ーは一年 の三分 の二 は地上で過 ごし,三 分 の一 は地下 で
過 ごす事にな る。 この詩 の語 り手がペル セポネ ーと異な るのは,語 り手 は,自
ら積極的に伯爵様 に会いに行 く。語 り手は,ペ リセポネーの母 デメテール とも
異なる。 デメテールは娘 を探 しに,あ て どな く旅 に出 る。一方語 り手は,目 標
を定めて直進 している。冥界であれ,天 上 の世界 であれ,そ こに車で疾駆 する
女 神は,神 話 の中には適切 な例が見当た らない。 アル テ ミスは月 と関係 のある
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女神であるが,ア ルテミスは狩猟の神で,彼女が駆け巡るのは地上の山野であ
る。アルテミスは処女神にして多産 ・豊穣の神 と言 う矛盾した性格を持 ってい
る。動物の保護者,守 り神で,狩猟の神である。粗野で乱暴な性格は,馬 車を
走らせるのには相応 しいが,男性を求めて動 き廻 る女神ではない。
デ ィキンスンの詩には,定 まった象徴体系があるわけではない。ある一つの
詩で使われたシンボルが他の詩に機械的に使われることはない。 「伯爵」の言




無い。恋人としての 「伯爵様」に喜んで会いに行 く語 り手は,寧 ろ天上の世界
に引き上げられて,キ リス トに会 うキ リス ト教徒を思わせる。ただ天国のキリ
ス トは王であって伯爵ではない。天の王国に入る事が許 された信徒が,馬 車に
乗ってキ リス トに会いに行 く事はない。キ リス トが彼らを招き寄 せ る筈 で あ
る。




言っている穿)この詩の第漣 で謝 手は死とそれを翫 た離 の世界にいる。
第二連で語 り手 は一人 で婚 礼に向かって進んでい ると考え られ る。一 人で行 く
のは,母 権的な世 界か らの離脱 の しるし と考 える事 は可能であろ う。
iv
結論 として語 り手 はペ ルセポネー,ア ルテ ミス,プ シxケ ー,マ リヤ,人(女
性)の 魂,天 国に入ったキ リス ト教徒等の どれに もそ っく り該 当 しないが,し
かしその性格の幾分かを備えている。伯爵様 は恋人,ハ ーデース,エ ロース,
神 の霊,キ リス ト等の どれに も該当 しない。 しかしそれ らの性格 を幾 分か備 え
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デ ィキンスンの``DroPPedintotheEtherAcre-"について
てい る。第一連に見た様に,語 り手の人間の魂は,神 秘的なエ クスタシーの中
にい る。第二連で語 り手は,神 的 な性格を備えた男性 ・神の霊 と出会お うとし
てい る。出会 った後 で,語 り手 はその神的な存 在 と合 一 し,そ れを 自らの人格
に統合 した と推測す る事は許 され るであろ う。 それに よって語 り手 は人格が成
熟 し,成 長 した。 この詩 はその体験を語 った ものであろ う。
男性に とっても,女 性 に とって も,昼 と夜,上 と下,父 権的意識 と母 権的
意識 といった対立要素が結合 して,そ れ ぞれ独 自の生産性を発揮 し,互 い
に補 完 し合 い,実 らせ合 うようにな っては じめて,全 一性に到達す ること
⑩
ができるのである。
とE・ノイマ ンは言 っている。 デ ィキ ンス ンの詩 の中の少なか らぬ も の は,
詩人 の内面 の成長の記録 であ る。詩人 は心理学者で はない ので,自 己の内面の
記録 を詩 の形で表現 した。それは単 に詩人だけの個人的 な特異な ものではな く
て,人 間 ゜r(少な くとも女性全体)に 通ず る成熟 の記録であ った と考 えるべ
きであろ う。それだか ら,彼 女の詩が全世界的に広 く読 まれ るのであろ う。
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